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各消防本部で連携して運用する消防救急デジタル無線システム

消防救急デジタル無線の機能

消防救急デジタル無線の主要機器群

指令システムとの連携により、指令台での無線統制や事案に応じた呼
び出しなど機能性が向上。災害現場の隊員に、的確な指示伝達を行
い、より迅速な現場対応が図れるようになりました。

指令システム連携による機能性の向上
災害が特定地域で集中し無線チャネルが不足したり、管轄外への患者
搬送など広域で無線を使用する場合にも、他消防本部の消防無線チャ
ネルを使用して、より広範囲で無線運用が図れるようになりました。

消防本部間での柔軟な無線運用

大規模災害など大型災害で複数の出動部隊が駆け付ける場合に、異
なるチャネル同士をグルーピングすることで部隊同士が直接通信を行う
ことができます。
現場隊員は無線チャネル操作を行うことなく他の部隊との無線通信が
行え、より素早い現場活動をサポートします。

現場隊員負荷の低減
車載無線機から茨城県防災情報ネットワークシステムへ接続ができるこ
とで、広域災害時などでも、現場から、病院や防災関係機関などと通信
ができ、より迅速で確実な消防救急活動ができます。

茨城県防災情報ネットワークシステムの活用
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指令システムや基地局無線装置、遠隔

制御装置と接続し、デジタル無線システム

全体の通信制御を

行う基幹装置です。

無線回線制御装置 遠隔制御器

消防指令センター、各消防本部に設置、

無線回線制御装置と接続され、移動局と

の無線交信に使用します。

バックアップセンター開設時や指令・無

線システム切替時に、設置場所を移動し

て使用できる可搬型の遠隔制御器です。

遠隔制御器（可搬型）

デジタル無線システム各装置の動作状

況の監視を行っています。障害発生時に

は、ブザー音やランプにより通知します。

管理監視制御卓

基地局無線装置

移動局との間で

無線通信を行う

ための装置です。

万一の障害時に

備え、制御部、電

源部は二重化が

図られています。

卓上型固定移動局無線装置

署所に設置され、いばらき消防

指令センターや各移動局との

無線交信に使用します。

車載無線機

消防車、救急車などの緊急車

両に搭載された5W型無線機

で、いばらき消防指令センター

や移動局同士の無線通信に使

用します。

携帯無線機

消防隊員が主に災害現場で使

用する260MHz帯の2W型無

線機です。消防指令センターや

移動局との通信に使用します。

携帯型受令機

消防団員が所持し、デジタル

無線へ送信される指令内容、

災害情報等を

傍受するための

専用の装置です。

携帯無線機（消防団波）

消防団員が所持し、団員間で

のデジタル無線通信を行うも

のです。

車載型受令機

消防団関係車両へ搭載され、

デジタル無線へ送信される指令

内容、災害情報等を傍受するた

めの車載型専用の装置です。

車載無線機（消防団波）

消防団車両へ搭載され、他の

消防団車両等とデジタル無線

通信を行うための車載無線機

です。

署活系無線機

災害現場において消防隊員同

士で交信する際に使用する

400MHz帯のアナログ1W型

無線機です。

可搬型移動局無線装置

主に災害現場（指揮本部）で使

用する可搬形の無線装置です。

卓上型としても使用できます。

衛星携帯電話

山岳地帯や無線不感地帯など

無線が利用できない場合に、通

信衛星回線を利用して通信す

ることができます。

万一の停電時にも、必要な電気を発電

し、各装置へ電源供給することができ

ます。

発動発電機

停電時に各機器へ電源を供給します。

災害時にも支障

なく運用すること

ができます。
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